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総合評価 Ａ・Ｂ・Ｃ
　本研究により、従来よりも多種類の農薬を一斉に検査できることから、食品の残留農薬
検査に活用されるとともに、農薬混入事件のような突発事案への対応にも活用が見込ま
れ、一定の研究成果が得られている。

自己評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

外部評価 Ａ・Ｂ・Ｃ

　本研究により、当所の残留農薬検査能力を更に強化することができた。この研究成果は
食品の安全性確保という道の施策に貢献するものである。

同 上

評価結果 説　　　明

○ 研究の成果

年 次 等

　・　当所が担当する食品の残留農薬検査や有機塩素系農薬による汚染実態調査において、精度が高く迅速な検査
　　法を確立することは、道民の食の安全に関する道の施策推進に役立つ。

主 な 目 標 （項 目） 達 成 状 況

○ 研究ニーズ（背景、必要性、緊急性）

○ 道が取り組む必要性

  北海道総合計画、第３章、１生活安心の（５）道民生活の安全の確保と安心の向上
  ／北海道食品衛生監視指導計画に係る検査

　・　残留農薬検査には主にガスクロマトグラフが使われるが、近年増えてきた水溶性の高い農薬は、高速液体ク
　　ロマトグラフHPLCでなければ検査できないものがある。
　・　従来のHPLCの検出器は選択性が低く、農薬ごとに個別に測定する必要があるため、検査に時間を要する。一
　　方で、ポジティブリスト制の導入以降、監視すべき農薬の品目は大幅に増加している。
　・　新たな測定機器として導入されたLC-MS/MSは、HPLCよりも高感度かつ高選択な分析が可能で、多種類の農薬
　　を一斉に試験することができる。LC-MS/MSを用いて食品中の残留農薬一斉試験法を確立できれば、検査精度の
　　更なる向上と検査の効率化・迅速化を図れるため、その開発は極めて重要な課題である。

  高感度・高選択性を有する高速液体クロマトグラフ-タンデム型質量分析計LC-MS/MSを用いて農産・
畜水産食品の残留農薬一斉試験法を確立するとともに、道内で流通する食品の残留農薬実態調査を行
う。

 ・  比較的水溶性が高い農薬を対象として、LC-MS/MSによる分析条件を検討する。
 ・　食品ごとに最適な抽出・精製法を検討する。
 ・　分析条件、抽出法等の適用について、食品ごとに妥当性を評価する。
 ・　確立した分析法を用いて、市販されている農産・畜水産食品の残留農薬検査を行う。
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２４０２  LC-MS/MSを用いた食品中の残留農薬分析法の検討と実態調査

平成２８年度　一般試験研究　事後評価調書

　・　開発した一斉試験法を食品の残留農薬検査に導入することで、従来よりも多種類の農薬が検査でき、道民に
　　より多くの情報を提供することができる。また、輸入冷凍食品による農薬混入事件のような突発的な事件・事
　　故について、原因究明の有力な手段となる。
　・　本研究成果は、関連行政機関や試験研究機関において食の安全確保のための基礎資料として活用できる。
　・　本研究成果は、平成27年第67回北海道公衆衛生学会で口頭発表済。詳細は平成28年度当所所報で報告する。

LC-MS/MSの分析条件の検討

農産・畜水産食品からの農薬抽出・
精製法の検討

・妥当性評価および実態調査の実施
・結果のとりまとめ

平成２５年度

平成２６年度

平成２７年度

○ 成果の活用策（活用の可能性）

・農産加工食品で85項目87農薬～90項目92農薬、豚肉
筋肉・脂肪で64農薬、魚類は50農薬について妥当性を
確認できた。
・本分析法を用いて農産加工食品40検体、豚肉加工食
品12検体、水産加工食品13検体の分析を実施したが、
対象とした農薬は検出されなかった。

農薬を試料から抽出・精製する適切な条件を見出し
た。また、農産食品の妥当性評価を開始した。

農薬測定に最適なLC-MS/MS条件の検討を実施し、か
つ、検討対象とすべき農薬の絞り込みを行った。


